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超臨界降着流（エディントン光度に対応する降着率を超える降着流）は恒星質量ブラックホールの場合107−108 K
を超える温度のアウトフローを伴う。このアウトフローの密度は降着率と共に増大するため、光度が高いとき程、
アウトフロー中の電子による逆コンプトン散乱によって輻射スペクトルはハードになることがアウトフロー電子
のコンプトン yパラメータを見積もる事により示された (Kawashima et al. 2009)。
本研究では、2次元軸対称輻射流体シミュレーションにより得られた密度、ガス温度、速度分布を用いてモン

テカルロ法に基づく 3次元輻射輸送計算を実施した。輻射場の等方性を仮定した場合の見掛けの光度がエディン
トン光度の約 10倍以下のときには輻射スペクトルはスリム円盤状態のスペクトル形状を良く再現し、見掛けの光
度がエディントン光度の約 10倍以上のときには熱的コンプトン散乱によりスリム円盤状態よりもハードなスペク
トルが形成される事が分かった。また、これまで理論や輻射流体シミュレーションで示されていた通り、降着率
が増加する程、光子捕捉効果により単位時間当たりにブラックホールに吸い込まれる光子のエネルギーが増加す
る事が分かった。講演では、輻射スペクトルの視線角度（視線方向と円盤回転軸の成す角度）依存性についても
報告する。また上記の計算から得られた輻射スペクトルを入力として与えて、X線観測データ解析に用いられて
いるXSPECを用いてフィッティングした結果とその解釈についても報告する。


